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1アJ

1 本書は、富山県が施工する一般県道小竹諏訪川原線道路改良路肩整備に伴う北代加茂下Ⅲ遺跡の発掘調査報告書で

ある。

2 調査は、富山県富山土木センターの依頼を受けて富山市教育委員会が実施した。

3 調査期間 。調査面積・調査担当者は次のとおりである。

平成14年 6月 17日 ～平成14年 6月 19日  320だ

古川知明 (富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主任学芸員)

4 報告書作成にあたり、次の方々に指導・助言を受けた。記してお礼申し上げます。

浅川滋男 (鳥取環境大学)、 小島俊彰 (金沢美術工芸大学)、 久々忠義 (小矢部市教委)

5 出土品及び原図・写真類は、富山市教育委員会が保管している。

6 自然科学分析は以下について行い、その結果を本書に掲載した。

炭化材同定・ C14年代測定・貼り床粘土分析……株式会社吉田生物研究所

微化石同定……パリノ・サーヴェイ株式会社

7 本書の執筆は、当センター職員の協力を得て古川が行った。
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I 遺跡の位置と環境

北代加茂下Ⅲ遺跡は、富山市街地から西へ約 4kmの富山市北代地内に所在する。

市衡地の西には呉羽山丘陵が連なり、その北～北西麓は、標高20m前後で平坦な台地地形を発達させ、長岡台地ある

いは長岡丘陵と呼ばれる。この台地には丘陵側から幾筋もの開析谷が西走し、多くの舌状台地が形成されている。

北代加茂下Ⅲ遺跡は長岡台地のほぼ中央、標高約17mの地点に所在する。遺跡の南側は丘陵から続く幅広い谷、また

北側は小支谷の谷頭となっており、谷底ではいずれも湧水がみられる。

呉羽山丘陵一帯には、旧石器時代から近世まで200か所にものぼる遺跡が所在し、富山市域の約3分の 1が集中する遺

跡の宝庫である。縄文時代前期には、長岡台地北側 の沖積地に蜆ケ森貝塚など貝塚遺跡が形成され、近辺にまで潟湖 (古

放生津潟)が広がっていたと推定されている。中期には、長岡台地上に集落遺跡が多く出現する。なかでも北代遺跡

(125)は拠点的な集落遺跡で、前葉から末までに約70棟以上の竪穴住居や数棟の掘立柱建物群が確認されている 〔富山

市教委1979ほか〕。後期には長岡杉林遺跡(127)で竪穴住居が 1棟単独で検出されている 〔富山市教委1987〕 。晩期に

は北代遺跡で掘立柱建物、墓地とみられる土坑、粘土採掘坑群がある。長岡八町遺跡(118)では中核的な集落が形成され、

弥生時代末から古墳時代初期には、呉羽山丘陵の北端に初期古墳群である杉坂古墳群が営まれる 〔駒見1990〕 。近年

の成果として、杉坂古墳群の西1.6kmの 長岡台地北部に所在する呉羽三ッ塚古墳が、周溝をもつ一辺約16mの方墳であ

ることがわかり、初期古墳と推測された 〔小黒2004〕 。また、この長岡台地の北側沖積地に所在する八町Ⅱ遺跡が該期

の集落遺跡であることが明らかになってきている。このことから、弥生時代末から古墳時代初期の墓地経営の背景とな

る集団は、長岡台地北側の沖積地に所在していた可能性が高い。

第 1図 遺跡位置図 (1:10,000) 黒丸は調査地点を示す
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古代においては、北代遺跡で奈良時代を中心に堅穴住居や鍛冶工房等が検出され 〔富山市教委1980〕 、また呉羽小竹

堤遺跡では奈良～平安期の大型掘立柱建物をもつ集落に鍛冶工房が伴っており 〔富山市教委1989〕 、農村集落的側面の

強い集落が営まれる一方、北代遺跡に隣接する長岡杉林遺跡では、平安時代中期に瓦塔・緑釉陶器 (椀・火舎)。 灰釉

陶器 (椀)な どの仏教遺物を伴う建物跡が検出され、仏堂をもつ中核的な開墾拠点集落と推定されている 〔富山市教委

1987〕 。このように長岡台地では墾田開発に伴う集落が一気に増加する状況が認められ、その背景として西～北側沖積

地における塞口郷 (寒江郷)の成立が推定される。

中世においては現専龍寺を中心とした真言宗北代極楽廃寺の成立があり、周辺には数多くの中世石造物の分布が認め

られる 〔古ナI11992ほ か〕。

Ⅱ 調査の結果

(1)調査に至るまで

北代加茂下Ⅲ遺跡は、昭和63年から平成3年 に行われた市内分布調査で新たに発見された遺跡である。遺跡は平成 5

年 3月 発行『富山市遺跡地図 (改訂版)』 に登載され、周知の埋蔵文化財包蔵地として知られることになった。平成 5

年には店舗建設に伴う西側台地先端部の発掘調査で、縄文中期前葉の高床建物跡 1棟、竪穴住居跡 1棟を検出した 〔堀

沢1996・ 1997〕 。平成12年には個人住宅建築に伴う南側斜面地の試掘確認調査で、竪穴住居跡 2棟を検出した。

(2)調査の経過

平成14年 4月 8日 、富山市北代新地内において一般県道小竹諏訪川原線路肩改築工事が行われており、掘削工事が施

工されている箇所が埋蔵文化財包蔵地に含まれていたため、 4月 9日 現地で工事の中止を申し入れ、工事主体者にその

旨連絡した。その後富山県教育委員会文化財課と協議し、文化財保護法第57条の 3に基づく通知を直ちに行い、現地は

富山市埋蔵文化財センター職員が立会って新たな掘削を行うこととした。

4月 12日 に立会いを行ったところ、縄文時代の遺構が検出された。これをさらに削る計画であったため、引続き発掘

調査を4月 15日 までの 2日 間で行ったものである。調査面積は320∬であった。

翻1残
＼＼＼ン

第 2図 調査地 (網かけ部分)と遺構検出部分 (黒丸)(1:3,000)
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Ⅲ 遺構

(1)地形と基本土層

調査区は道路に沿って溝状に長い形状をしている。遺構が発見された地点は遺跡の南東部にあたる。この地点では地

山直上まで撹乱を受けており、縄文時代以降の地層は不明である。地山は黄色火山灰土であり、遺構はこの土を掘り込

んで構築されている。

(21 遺構 竪六住居跡 1棟を検出した。

堅穴住居跡 Si01(第 3図 )

規模・形状 調査区が狭小なため全体を正確に把握できないが、4.2m× 4.Omの 隅丸方形状のプランと推定できる。壁

高は約40cmを測る。

壁 壁高は約40cmを測る。壁面は直立せず、袋状にオーバーハングする。

柱穴 Pl～ P4の 4本を検出した。柱穴の掘り方は円形で、Plが径50cmと 大きく、P2～ 4は23cln前後を測る。

柱底部の径はPlが 20cm、 P2～ 4は13cmで、これが柱の太さを示すと考えられる。床面からの柱穴の深さは30～

40cmを 測る。

主柱穴はPl・ P4と考えられる。いずれの柱穴にも抜き取り痕とみられる拡張部が認められ、その方向はまちまち

である。Pl内下部から、土器脚台部が倒立状態で出土した。P3の肩部には、凹み石が落ち込むようにやや傾斜した

状態で出土した。

床面 主柱穴より内側部分には、黄色粘土による貼り床が行われる。住居東部における貼り床の断面構造は、上から、

①床面を構築する最上層 黄色粘土ブロックを突固めた硬い層。厚さ10cmo ②中間層 軟らかい暗褐色土。木炭を少

量含む。厚さ2.5cmo ③基底層 軟らかい黄色土。木炭を少量含む。厚さ2.5cmと なる。②・③層は竪穴住居構築時に

行った地山掘削の整地層とみられ、その上に床面構築材である①層を敷いている。炭化物は、自然状態における混入か、

竪穴住居建築時における意図的な焼成によるものかは判断できない。

溝 壁際から25～ 50cm離れ、主柱穴間を繋いで幅15～20cmの細い濤が廻る。東側の溝は5～ 12cmと深く、西側では

4cmと浅い。P4南側の溝内からは打製石斧片が出土した。

また、住居西側では部分的に壁の直下に幅15cm、 深さ7cmの溝が存在する。

壁柱穴 壁際直下に小穴が存在する。西壁側に1基 (P5)、 東壁側に4基 (P6～ 9)が存在する。小穴は径6～ 12cln、

深さ5～ 12cmで、断面形はU字状を呈する。P6～ 9は内傾して斜めに掘られている。P6・ 8。 9はほぼ50cm間隔で並ぶ。

埋土状況 住居内埋土は大きく4つに区分できる。

① 住居中央部にのみ認められる薄い粘土層 (第 11層 )

② 壁際にみられる壁崩壊土 (第 9。 10層)、 流れ込み土 (第 7・ 8層 )

③ 住居中央から東側に広がる遺物・木炭を含む層 (第 6層 )

④ 住居全体の上部を覆う遺物を含む層 (第 4・ 5層 )

⑤ 住居西側にのみ認められる腐植土 (第 2・ 3層 )

①・②は住居廃絶後の第 1次堆積土である。第 7・ 8層は周堤帯からの流れ込み土と考えられる。③・④は廃棄に伴

う土である。③には土器・石器・焼けて破損した礫(炉石の可能性あり)のほか各種炭化材や種実が検出されており(V一

1・ 2参照)、 雑多な廃棄行為があったことがわかる。④の堆積によりこの住居はほぼ埋没した。埋没時期は中期中葉古

府式期である。遺物は床面から10～20cm浮き上がって、第4・ 6層中から主に出土した。床面直上からの出土はごく

わずかであった。
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第 4図 出土遺物実測図 (1:3)



Ⅳ 遠物

縄文土器、土器片円板、石器、土師器、須恵器がある。

(1)縄文土器 (第 4～ 6図 )

中期前葉から中期中葉の土器がある。

中期前葉の上器 新崎式に属するものである。半載竹管文を下垂させる文様構成を基軸とする 1～ 7、 縦位羽状縄文を

施す 9、 横位に縄を押圧する10などがこの時期と考えられる。 6は隆帯上に爪形文を施し、頸部直下の無文の方形区画

では両長辺を細かく刻む。胴部下半はコンパス文が下垂する。これらの特徴は新保 。新崎式土器様式第Ⅶ様式 〔加藤1988〕

と捉えたい。

中期中葉の上器 天神山式 。古府式に属するものである。

天神山式は、三叉文を陰刻する 8、 隆帯による渦巻文を主な文様構成とする11・ 13～ 17・ 20～ 34、 台付鉢の台部12、

渦巻文を配する浅鉢18が この時期と考えられる。渦巻隆帯上は、爪形文によるもの、ヘラ状具で刻むものがある。18の

浅鉢の渦巻文の陰刻手法は県内ではあまり例がなく、新潟以北の大木系の影響を受けたものと考えられる。これらは上

山田・天神山式土器様式第 I～ Ⅱ様式 〔小島1988〕 とこ該当する。古府式は、太い半我竹管を用いるものが主となり、退

化した渦巻文を隆帯で構成する19。 35～ 43が これにあたる。これらは同様式第Ⅲ～Ⅳ様式に該当する。型 は沈線によ

る区画内に斜行する平行沈線を施すもので、中部高地中南部の唐草文系の影響を受けたとみられる。外面は赤彩される。

粗製土器は、日唇部に太い半隆起線を 1条つけるものが目立ち、古府式期とみられる。

(2)土器片円板 (第 7図 65) 土器破片を再利用し、精円形状に細かく打ち欠いて整えたもの。

一部研磨した部分も認められる。重量24.04g。

(3)石器 (第 7図 )

石核 (66) 小型四角錐形を呈し、錐面側を打面とし、約90° ずつ打面転移を行いながら剥片を剥離している。これに

よって得られる剥片は貝殻状を呈し、最大のものでも 2× 2cm程度の小形剥片である。重量34.05g。 鉄石英製。 SI

01覆土上部出土。

打製石斧 (67) 撥形を呈する打製石斧の基部である。節理の多い粘板岩を原材として使用し、周縁部への調整加工に

より整形している。石器表裏面には節理面を多く残す。使用により折損したもので、折損は石器表面側やや側縁寄りの

部分 (図中三角で表示)への点的な加撃のため生じたものである。この原因として使用時における装着部端との過度の

圧迫関係、すなわち使用中の何らかの衝撃によると推定される 〔古川1981〕 。

基部の一端においては、側縁とその周囲の石器表裏面に著しい磨耗が認められる。特に側縁においては磨耗面に横方

向 (石器長軸方向)の長い線状痕が数条認められ、使用痕と考えられる。

しかしながら装着時における基部の一側縁のみへの磨耗の発生は、通常の打製石斧には認められない状況であること

から、本資料は破損品を再利用し、線状痕方向への使用、例えば擦切り作業等を行ったものと解釈したほうがよいと思

われる。重量61go S 1 0 1内 溝内出土。

凹み石 (68) 磨石を凹み石に転用したものである。扁平礫の表裏両面の中央に磨面がみられるほか、長軸側縁の二辺

に磨面を有するいわゆる「穀擦石」形態である◇凹み石としては、表裏両面中央に凹みを有する。凹みは、小さいもの

が複数集合しており、一部帯状を呈する部分も認められる。凹みの数は表裏で差がある。側縁の磨り面は一辺が著しく

摩滅している。柱穴P2に落ち込むようにして出土した。重量767.4g。 安山岩製。

(4)上師器 (第7図69) 鍋がある。日縁端は方形となる。平安時代 (9世紀代)に属する。

(5)須恵器 図示できないが杯身 1点がある。法量・年代とも不明。遺構外出土。
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V 自然科学分析

1 自山市北代加茂下Ⅲ遺跡の微化石分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

(1)はじめに

北代加茂下Ⅲ遺跡 (富山市北代新207所在)は、呉羽山からのびる丘陵地の北端に位置する。藤井 (2000)イこよれば、

北代砂層の分布域にあたり、中位段丘に比定されている。今回の調査により、縄文時代中期中葉 (約4000年前)の堅穴

住居跡などの遺構や、土器、石器 (打製石斧・凹み石)、 炭化物などの遺物が検出されている。今回は、堅穴住居内覆

土の花粉分析、植物珪酸体分析を行い、当時の古県境に関する情報を得る。

12)試料

分析試料は、堅穴住居内の埋土内下部 (KSS―Ⅲ S101埋 土)、 柱穴内 (KSS―Ⅲ Pl下部)、 柱穴内 (KSS―Ⅲ

P2上層)、 竪穴住居内の貼床 (KSS―Ⅲ S101貼 床)の計 4点である。これら4点を対象に花粉分析、植物珪酸

林分析を実施する。

(3)分析方法

① 花粉分析                           '

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、箭別、重液 (臭化亜鉛 :比重夕.3)よ る有機物の分離、フッ化水

素酸による鉱物質の除去、アセトリシス (無水酢酸 9:濃硫酸 1の混合液)処理の順に物理・化学的処理を施して花粉

を濃集する。残澄をグリセリンで封入してプレパラートを作成し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現す

る全ての種類 lTaxa)イこついて同定・計数する。

② 植物珪酸体分析

湿重 5g前後の試料について過酸化水素水 。塩酸処理、超音波処理 (70W,250KHz,1分間)、 沈定法、重液分離法

(ポリタングステン酸ナトリウム,比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離 。濃集する。検鏡しやす

い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉郡 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪

酸体 (以下、短細胞珪酸仏と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近

藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて同定 。計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から内容物や構築材に

ついて検討するために、植物珪酸体群集と珪化組織片の分布図を作成する。各種類の出現率は、短細胞珪酸体と機動細

胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求める。

(4)結果

① 花粉分析

結果を表 1に示す。花粉化石はいずれの試料からもほとんど検出されなかった。また、保存状態が悪く、検出された

花粉やシダ類胞子のほとんどに風化の痕跡が認められた。わずかに検出された種類は、マツ属、スギ属、イネ科、サナ

エタデ節―ウナギツカミ節、ソバ属、ヨモギ属などであった。

② 植物珪酸体分析

結果を表 2、 図 1に示す。いずれの試料もタケ亜科 (クマザサ属を含む)の割合が高いのが特徴である。その中でも

クマザサ属は、S101の埋土や貼床上で高くなっている。その他の種類としてススキ属やイチゴツナギ亜科が認められる。

またS101の埋土やPl下部は、イネ属がわずかに検出される。
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表 1 花粉分析結果
(5)考察

花粉化石はほとんど検出されず、また、わずかに認め

られた種類についても花粉化石の保存が悪かった。これ

は花粉化石が好気的環境下での風化に弱い (中 村 ,

1967な ど)こ とに起因していると思われる。また、検

出された花粉化石をみると、マツ属、ソバ属、ヨモギ属

など花粉外膜が厚いものや、スギ属やイネ科など形状が

特徴的で風化が進んでも同定可能な種類に限られている。

このことから、検出された花粉化石群集は風化を受けて

も残りやすいものに限定されており、周辺植生を反映し

ているものではないと思われる。

植物珪酸体の組成は、クマザサ属を含むタケ亜科が多

く検出されている。冷温帯以上で、日本海側山間部の多

雪地域では、ブナを中心とした森林となるが、その林床

はチシマザサやチマキザサなどクマザサ属のササ類が発

達する (宮脇,1985)。 これらは林床に生育するだけ

でなく、森林が消失した空間に侵入し、ササ林を作るこ

とがある。おそらく、遺跡周辺では人為的に森林が切り

開かれて裸地が生じ、その後ササを中心とする草地にな

った可能性がある。また、周囲の森林の林床にもササ類

が存在したとみられ、一部の植物珪酸体はそこからもた

らされた可能性もある。宮脇 (1985)イこよれば、現在

の呉羽山丘陵の植生は植林や畑地などであるが、自然状

態ではシラカシなどの常緑樹林が覆うであろうと推定し

ている。このことから、現在の呉羽山丘陵はササが発達

する冷温帯ではない。しかし、今回の植物珪酸体分析の

結果からいえば、縄文時代にはブナやナラ類など落葉広

木本花粉

マツ属複維管束亜属

マツ属 (不明)

スギ属

草本花粉

イネ科

サナエタデ節―ウナギツカミ節

ソバ属

ヨモギ属

シダ類胞子

ゼンマイ属

他のシダ類胞子

種  類 Ｓ‐０‐
趾
S101  Pl  P2
貼床土 下部 上層試料番号

中一．一「「一
一　一一

５

■

７９

６

１

９

４

・０

一
　

１

３４

８６

１

3     6

1

-     1

5      6

合 計
木本花粉

車本花粉

シダ類胞子

総計

１

０

４

５

１

４

５

０

表 2 植物珪酸体分析結果

試料番号

S101  S101
埋土 貼床土

２

層

Ｐ

上

１
部
Ｐ

下

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科クマずサ属

タケ亜科

ウシクサ族ススキ属

イテゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

不明ダンチク型

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科クマザサ属

タケ亜科

不明

-     1     -

73     -    16

53   116    97
8     -     5
-     -     1

9   11   14
7     1     3

5     3     5

153    5   14
86   104   101
2     -     2

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総 計

４

１

５

３

０

４

５

４

９

１

２

３

２

２

４

組 織 片
イネ属短細胞列

葉樹を主体とする森林が発達していた可能性があり、冷温帯の植生であったと推定される。当社で行った富山平野や射

水平野の花粉分析や種実同定の成果によれば、縄文時代には落葉樹林主体の群集が得られており、今回の結果を指示し

ている (未公表試料)。 富山平野周辺の古植生変遷については、まだ不明な点も多く、情報が蓄積された段階で、再評

価していきたいと考えている。

なお、今回は栽培種であるソバ属の花粉化石とイネ属の植物珪酸体が検出されている。大門町の布目沢遺跡 (パ リノ・

サーヴェイ株式会社,1991)では、古墳時代以降、イネ属の植物珪酸体が検出されているものの、これらが富山平野で

いつ頃から検出されるようになるかは不明である。一方、縄文時代の花粉分析を実施した大門町の小泉遺跡 (安田,1982a・

1982b)や布目沢遺跡などでは検出されていない。今回検出された量が微量であることから考えると、検出されたソバ

属の花粉化石とイネ属の植物珪酸体は後代のもので上位からの落ち込みの可能性が高い。これらの種類の検出開始時期

については、今後も注目し、資料を蓄積していきたい。
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短細胞珪酸体 機動細胞珪酸体

埋土

貼床土

下部
上層

0           50        100%

図 1 植物珪酸体群集と珪化組織片の産状
出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として

百分率で算出した。なお、00は 1%未満の種類を示す。また、珪化組織片の産状を
*で示す。

引用文献〕
2000 「大地の記憶」『富山の自然史』197p.,桂書房 .

隆 1986 「植物珪酸体分析,その特性と応用」『第四紀研究』25,p.31-64.
1985 『日本植生誌』中部.604p.,至文堂 .

1967 『花粉分析』232pゥ 古今書院.
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亜
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ネ
属

S101

〔V-1
藤井昭二

近藤錬三・佐瀬

宮脇 昭 編著
中村 純

安田喜憲

安田喜憲

１

２

Ｐ

Ｐ

パリノ・サーヴェイ株式会社 1991 「布目沢東遺跡自然科学分析報告」『大門町埋蔵文化財調査報告第 7集 大門町企業団地内
遺跡発掘調査報告(1)一 布目沢東遺跡・布目沢西遺跡―』p.8Ⅲ l18.,富山県埋蔵文化財
センター・大門町教育委員会

1982a 「花粉分析」『大門町埋蔵文化財報告第 5集 小泉遺跡 ―県道改修工事に伴う調査―』p48-62,
大門町教育委員会

1982b 「花粉分析からみた宮山湾沿岸の縄文前期の遺跡―ナラ林文化と環日本海文化圏―」『大門町埋蔵文
化財報告第 5集 小泉遺跡 ―県道改修工事に伴う調査―』p.99-108,大門町教育委員会
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富山市北代加茂下Ⅲ遺跡出上の炭化植物遺体同定調査

い吉田生物研究所

(1)調査した試料

調査したのは土壌に含まれていた縄文時代中期前葉～中葉の炭化植物遺体である。
6

(2)調査方法

まず土壌から炭化植物遺体を取り上げた。炭化材についてはその中から大きな試料を選び、さらにその試料を細

分してエポキシ樹脂に包埋し、木日 (横断面)、 柾目 (放射方向)、 板目 (接線方向)の 3方向について薄片プレ

パラー トを作製し、検鏡して観察し同定した。種実類については試料を実体顕微鏡下で観察し、その形態・表面の

紋様から種の同定を試みた。

使用顕微鏡 :Nikon OHIPHOT-2

(3)結果 (図版 9～ 11)

炭化材については広葉樹 5種が認められた。同定結果を表 1に示し、各種の観察内容を記す。種実類については、

2点認められたが試料表面の紋様が劣化して観察できなかったので、種の同定にはいたらなかった (写真No。 9,10)。

1)ブナ科クリ属クリ (Castallea crenata Sieb.et Zucc.)(試 料No.1,4,6,8)(写 真No.1,4,6,8)

環孔材である。木口では円形ないし楕円形で大体単独の大道管 (～ 500μ m)が年輪にそって幅のかなり広い

孔圏部を形成している。孔圏外は急に大きさを減じ薄壁で角張った小道管が単独あるいは 2～ 3個集まって火炎

状に配列している。柾目では道管は単穿孔と多数の有縁壁孔を有する。放射組織は大体において平伏細胞からな

り同性である。板日では多数の単列放射組織が見られ、軸方向要素として道管、それを取り囲む短冊型柔細胞の

連なり (ス トランド)、 軸方向要素の大部分を占める木繊維が見られる。クリは北海道 (西南部)、 本州、四国、

九州に分布する。   
す

2)ニ レ科ムクノキ属ムクノキ? 的 hananthe aspera Plal■ ch。)(試料No.5)(写真No.5)

散孔材である。木口では中庸の道管 (～ 170 μm)が単独ないし2～ 3個放射方向に複合し年輪界に散らばっ

ている。軸方向柔細胞は道管の周囲を取り囲んだものやそれらがつながって白い帯のように見えるもの (連合翼

状～帯状柔組織)がある。柾目では道管は単穿孔と多数の壁孔を有する。放射組織は平伏と直立細胞からなり異

性である。

3)ク ワ科クワ属 (Morus sp.)(試 料No。 7)(写 真No,7)

環孔材である。木日では大道管 (～280μ m)が年輪界にそって 1～ 5列並んで孔圏部を形成している。孔圏

外では小道管が 2～ 6個、斜線状ないし接線状、集合状に不規則に複合して散在している。柾日では道管は単穿

孔と対列壁孔を有する。小道管には螺旋肥厚もある。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。道管内に

は充填物 (チロース)が見られる。板目では放射組織は 1～ 6細胞列、高さ～1.lmmか らなる。単列放射組織は

あまり見られない。クワ属はヤマグワ、ケグワ、マグワなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

4)アワブキ科アワブキ属 (Mehosma sp.)(試料No.2)(写真No.2)

散孔材である。木口では中庸な道管 (～ 130μ m)が、単独ないし柔細胞を間に挟んで 2～ 4個放射方向に複

合して分布している。幅の広い放射組織が幾筋もある。柾日では道管は階段穿孔 (バー少数)を持つ。放射組織

は平伏と直立細胞からなり異性である。板日では放射組織は 1～ 4細胞列、高さ～2.5mmか らなる。アワブキ属

はヤマビワ、アワブキ等があり、本州、四国、九州、琉球に分布する。
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5)ミ ズキ科ミズキ属 ?(Cornus sp.)(試料No.3)(写真No.3)

散孔材である。木口では中庸の道管 (～ 130μ m)が単独あるいは 2～ 4個放射方向に複合して分布する。道

管の大きさは年輪中央部で大きくなる傾向がある。年輪界は波状である。柾日では道管は階段穿孔と側壁に多数

の壁孔を有する。放射組織は平伏、方形と直立細胞からなり異性である。板日では放射組織は 1～ 4細胞列、高

さ～ lmmで ある。

表1 富山市北代加茂下 ||1遺跡出土植物遺体同定表

〔V-2 参 考 文 献 〕
島地 謙・伊東隆夫 1988
島地 謙・伊東隆夫 1982
伊東隆夫      1999
北村四郎・村田 源 1979
深澤和三 1977

『日本の遺跡出土木製品総覧』雄山閣出版

『図説木材組織』地球社

『日本産広葉樹材の解剖学的記載 I～ V』 京都大学木質科学研究所

『原色日本植物図鑑木本編衛 I・ H』 保育社

『樹体の解剖』海青社

No. 出 土 遺 構 種 類 樹 種

1 KKSⅢ S101 下層 炭化材 ブナ科クリ属クリ

2 KKSⅢ S101 下層 炭化材 アワブキ科アワブキ属

3 KKSⅢ S101 下層 炭化材 ミズキ科ミズキ属?

4 KKSⅢ S101 Pl 下部 炭化材 ブナ科クリ属クリ

5 KKSⅢ S101 Pl 下部 炭化材 ニレ科ムクノキ属ムクノキ ?

6 KKSⅢ  S101 P2 炭化材 ブナ科クリ属クリ

7 KKSⅢ  S101 P2 炭化材 クワ科クワ属

8 KKSI S101 炭化材 ブナ科クリ属クリ

9 KKSⅢ  S101 炭化種実類 表面の紋様が劣化しており同定不能

10 KKSII S101 炭化種実類 表面の紋様が劣化しており同定不能
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3 富山市北代加茂下Ⅲ還跡の放射性炭素年代測定結果報告
い吉田生物研究所

核燃料サイクル開発機構東濃地科学センター

(1)分析方法

① 洗浄

年代測定の対象とされる試料は、長い年月に渡って自然環境にさらされた結果、二次的に年代の異なる炭素によ

り汚染されている恐れがある。これらの二次的混入物を除去するため、超音波洗浄などの物理的な洗浄および塩酸

や水酸化ナトリウム溶液を加えて加熱するといった化学的な洗浄を行った。

② グラフアイト化

洗浄した試料を真空中で酸化銅を用いて燃焼させ、二酸化炭素を回収した。得られた炭酸ガスを鉄触媒水素還元

法により炭素粉末化した (Kitagawa et al.1993)*。

③ 炭素同位体比測定

回収された二酸化炭素の一部を用いて炭素安定同位体比測定を行った。測定にはガス質量分析計 (精度 :± 0.5‰ )

を用いた。

④ 放射性炭素濃度測定

炭素粉末化した試料を用いて、放射性炭素濃度の測定を行った。測定にはタンデム型加速器質量分析計を用い、

同時にバックグラウンド試料及び国際標準試料を測定した。

③ 年代算定

測定された炭素同位対比、放射性炭素濃度から放射性炭素年代を算定した。この時、バックグラウンド試料の測

定値からバックグラウンド補正を行い、炭素同位体比測定値から同位体分別の補正を行った。また同時に測定した

国際標準試料の測定値が標準値と一致している事を確認した。

*H.Kitaga、 va,To Masazawa,T.Nakarnura and E.Matsumoto,Radiocarbon 35.p295.

報告内容の説明

Average 14c/2c タンデム型加速器により測定された試料の
14c/12C比。

Rado(R― Back)14c/12c Average 4c/12cか らBacttround試 料のAverage14c/12cを 引いたもの。

Ratio(DeLa13c)Ч
4c/12c Ratio(R―

Back)14c/12cに当該試料の炭素同位体比を用いて同位体分別の補正を行ったもの。

pMc14c/2c 放射性炭素濃度。Ratio(Delta 13c)14c/12cを 現代炭素濃度に換算した値 (1950年を放射性炭素濃度

100%とする)。

日bby Age14c/12c 放射性炭素年代 (BP)。 pMC14c/12cか ら半減期5568年を用いて計算した年代 (Libby Ageと は

西暦 1950を起点として
14cの
崩壊から求められる年代。麿年代に換算するには別途補正が必要

*)。

* Stuiver, A/1.(1998)INTCAL98 Radiocarbon Age Cahbration, 24,000-O cal BP.

Radiocγ bon 40:1041-1083.δ
13c 
測定した炭素同位体比。

BackgЮundjIAEA C2,Standard 測定に用いたバックグラウンド試料及び標準試料の測定値。
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放射性炭素年代測定結果報告

試料名 :KKSII S101 P2

A■/erage14c/12c

53285=L00365× 1013

Ratio(R― Back)14c/12c

5 3076 4 o o365× η013

Ratio (Delta13C)14c/12c

53166± 00370X10~13

pMc14c/12c

5812とL045

Liby Age14c/12c

4358」L62

試料ID:4611

Average14c/13c

57009」L00390× 10~11

Ratio(R― Back)14c/13c

56793± 00391× 10~11

Ratio(Delta13C)14c/13c

56841± 00392X引 0~11

pMc14c/13c

5821=L045

Libby Age14c/13c

4346± 62  ●推奨値

δ
13c (pernlll)

-2582

試料名 :Ю〔週I SЮ l(覆土)

Average14c/12c

53476三L00364× 10~13

Ratio (R― Back)14c/12c

53268=L00364× 10~13

Ratio(Detta13C)14c/12c

53386=L00369× 1013

pMc14c/12c

5836± 045

Libby Age14c/12c

4325=L62

試料ID:46η 0

Average14c/13c

57η 67± 00389× 1011

Ratio (R― Back)14c/13c

56951± 00389× 1011

Ratio(Delta13c)14c/13c

57014± 00391× 10~11

pMc14c/13c

58.39」L045

Libby Age14c/13c

4322± 61  ●推奨値

δ
13c (pernlil)

-2608

暦年代への補正

(注)ぶmッ■98 イこ基づく補正

① は,補正曲線との交点 ② は,lσ の範囲

試料名 放射性炭素年代 暦年代 (注 )

S101(埋土 ) 4322± 61 BP ①

　

②

BC 2912年

BC 3015-2884年

S101 (1陛穴P2) 4346±62 BP ①

　

②

BC 2919年

BC 3078～ 2895年
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4 富山市北代加茂下 Ⅲ還跡縄文時代堅穴住居貼 り床粘上の分析結果

い吉田生物研究所

藤根 久 。今村美智子 (パ レオ・ラボ)

(1)は じめに

縄文時代中期の竪穴住居跡 (S101)か ら貼り床粘土が検出された。

ここでは、貼り床粘土について、その材料の特徴について偏光顕微鏡による観察を行った◇

(2)試料と方法

試料は、縄文時代中期の竪穴住居跡 (S101)の貼り床粘± 1試料である。

この試料は、次の手順に従って偏光顕微鏡観察用の薄片 (プレパラート)を作成した。なお、予め電気炉で750° C、

6時間焼成した。

① 試料は、始めに岩石カッターなどで整形し、恒温乾燥機により乾燥した。全体にエポキシ系樹脂を含浸させ固化

処理を行った。これをスライドグラスに接着し平面を作成した後、同様にしてその平面の回化処理を行った。

② さらに、研磨機およびガラス板を用いて研磨し、平面を作成した後スライドグラスに接着した。

③ その後、精密岩石薄片作製機を用いて切断し、ガラス板などを用いて研磨し、厚さ0.02mm前後の薄片を作成し

た。仕上げとして、研磨剤を含ませた布板上で琢磨し、コーティング剤を塗布した。

試料は、薄片全面について微化石類 (珪藻化石、骨針化石、胞子化石)や大型粒子などの特徴についての観察と記載

を行った。また、ポイントカウント法により5μ m以上の粒子の面積%も調べた。

なお、ここで採用した各分類群の記載とその特徴などは以下の通りである。

[骨針化石] 海綿動物の骨格を形成する小さな珪質、石灰質の骨片で、細い管状や針状などを呈する。海綿動物は、多くは海産であ

るが、淡水産としても日本において23種ほどが知られ、湖や池あるいは川の水底に横たわる木や貝殻などに付着して生育する。

[植物珪酸体化石] 植物の細胞組織を充填する非品質含水珪酸体であり、大きさは種類によっても異なり、主に約10～ 50μ m前後で

ある。一般的にプラント・オパールとも呼ばれ、イネ科草本、スゲ、シダ、 トクサ、コケ類などに存在することが知られている。ファ

ン型や亜鈴型あるいは棒状などがあるが、ここでは大型のファン型と棒状を対象とした。

[胞子化石] 胞子状粒子は、珪酸質と思われる直径10～ 30μ m程度の小型無色透明の球状粒子である。これらは、水成堆積中で多く

見られるが、土壌中にも含まれる。

[石英・長石類] 石英あるいは長石類は、いずれも無色透明の鉱物である。長石類のうち後述する双晶などのように光学的に特徴を

もたないものは石英と区別するのが困難である場合が多く一括して扱う。なお、石英 。長石類 (雲母)は、黄色などの細粒雲母類が包

含される石英または長石類である。

[長石類] 長石は大きく斜長石とカリ長石に分類される。斜長石は、双晶 (主として平行な縞)を示すものと累帯構造 (同心円状の

縞)を示すものに細分される (これらの縞は組成の違いを反映している)。 カリ長石は、細かい葉片状の結晶を含むもの (パーサイト

構造)と格子状構造 (微斜長石構造)を示すものに分類される。また、ミルメカイトは斜長石と虫食い状石英との連晶(微文象構造と

いう)である。累帯構造を示す斜長石は、火山岩中の結晶(斑晶)の斜長石にみられることが多い。パーサイト構造を示すカリ長石はカコ

ウ岩などのSi0 2%の 多い深成岩や低温でできた泥質・砂質の変成岩などに産する。

ミルメカイトあるいは文象岩は火成岩が固結する過程の晩期に生じると考えられている。これら以外の斜長石は、火成岩、堆積岩、

変成岩に普通に産する。

[雲母類] 一般的には黒雲母が多く、黒色から暗褐色で風化すると金色から白色になる。形は板状で、へき開 (規則正しい割れ目)

にそって板状には剥がれ易い。薄片上では長柱状や層状に見える場合が多い。カヨウ岩などのSi0 2%の 多い火成岩に普遍的に産し、

泥質、砂質の変成岩および堆積岩にも含まれる。なお、雲母類のみが複合した粒子を複合雲母類とした。

[輝石類] 主として斜方輝石と単斜輝石とがある。斜方輝石 (主に紫蘇輝石)は、肉眼的にビールびんのような淡褐色および淡緑色

などの色を呈し、形は長柱状である。Si0 2%が 少ない深成岩、Si0 2%が 中間あるいは少ない火山岩、ホルンフェルスなどのような高
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温で生じた変成岩に産する。単斜輝石(主に普通輝石)は、肉眼的に緑色から淡緑色を呈し、柱状である。主としてSi0 2%が中間から少

ない火山岩によく見られ、Si0 2%の最も少ない火成岩や変成岩中にも含まれる。

[角 閃石類] 主として普通角閃石であり、色は黒色から黒緑色で、薄片上では黄色から緑掲色などである。形は細長く平たい長柱状

である。閃緑岩のようなSi0 2%が 中間的な深成岩をはじめ火成岩や変成岩などに産する。

[ガラス質] 透明の非結品の物質で、電球のガラス破片のような薄くて湾曲したガラス (バブル・ウォール型)や小さな泡をたくさ

んもつガラス (軽石型)な どがある。主に火山の噴火により噴出された噴出物と考える。なお、濁ガラスは、非品質でやや濁りのある

ガラスで、火山岩類などにも見られる。

[複合鉱物類] 構成する鉱物が石英あるいは長石以外に重鉱物を伴う粒子で、雲母類を伴う粒子は複合鉱物類 (含雲母類)、 輝石類

を伴う粒子を複合鉱物類 (含輝石類)、 角閃石類を伴う粒子を複合鉱物類 (角閃石類)と した。

[複合石英類] 複合石英類は石英の集合している粒子で、基質 (マ トリックス)の部分をもたないものである。個々の石英粒子の粒

径は粗粒なものから細粒なものまで様々である。ここでは、便宜的に個々の石英粒子の粒径が約0.01mm未 満のものを微細、001～

0.05mmの ものを小型、0.05～ 0.lmmの ものを中型、0,lmm以上のものを大型と分類した。また、等粒で小型の長石あるいは石英が

複合した粒子は、複合石英類 (等粒)と して分類した。この複合石英類 (等粒)は、ホルンフェルスなどで見られる粒子と考える。

[砂岩質・泥岩質] 石英、長石類、岩片類などの粒子が集合し、それらの間に基質の部分をもつもので、含まれる粒子の大きさが約

0,06mm以上のものを砂岩質とし、約0.06mm未満のものを泥岩質とする。

[不透明・不明] 下方ポーラーのみ、直交ポーラーのいずれにおいても不透明なものや、変質して鉱物あるいは岩石片として同定不

可能な粒子を不明とする。

(3)結果

[計数および観察結果](図 版12)

粘土中の粒子組成は、任意の位置での粒子を分類群別に計数 した (第 1表)。 また、計数されない微化石類や鉱物・

岩石片を記載するために、プレパラート全面を精査・観察した◇以下では、粒度分布や0.lmm前後以上の鉱物・岩石片

の砂粒組成あるいは計数も含めた微化石類などの記載を示す。なお、不等号は、概略の量比を示し、二重不等号は極端

に多い場合を示す。

40～ 280μ mが多い (最大粒径500μ m)。 石英・長石類》複合石英類 (微細)〉 角閃石類〉ガラス質、斜長石 (双晶)

単斜輝石、斜方輝石、 [複合石英類]、 雲母類、骨針化石、植物珪酸体化石

ポイントカウント法 (528ポ イント)による5μ m以上の粒子が占める面積は28.6%と 低く、粘土分が多い。

(4)考察

堅六住居跡の貼り床粘土は、薄片による顕微鏡観察から骨針化石を含む水成粘土であることが分かった。なお、珪藻

化石が含まれていないため、海成粘土あるいは淡水成粘土のいずれであるかは不明である。

また、5μ m以上の粒子が占める面積は、28.6%と低いこと、最大粒子が500μ m程度と小さいことから、砂粒は混和

されていないことが予想される。

比較的大型の岩石粒子を観察すると、堆積岩類を指標する複合石英類 (微細)が比較的多く含まれ、深成岩類を指標

する複合石英類も僅かに含まれていた。これは、粘土層が堆積する地域の後背地において、堆積岩類が広く分布し、花

コウ岩などの深成岩類を僅かに伴う地域であることが推定される。なお、テフラを構成するガラス質粒子が比較的多く

含まれていることから、これらは粘土層に伴うものと推定される。

こうした砂粒の少ない良質の水成粘土を利用していることが判明したが、この粘土は土器材料として使用される粘土

とほぼ同等の材料と考えられることから、周辺域に分布する粘土層から貼り床の粘土材料として採取したことが推定さ

れる。
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(5)まジbり に

ここでは、縄文時代中期の住居跡貼り床粘土について、その粘土の特徴を

調べるために、薄片を作成し偏光顕微鏡による観察を行った。

その結果、土器材料と同等の良質の水成粘土であることから、貼り床の粘

土材料として周辺域の該当する粘土層から採取されたことが推定された。

なお、この貼り床粘土は良質の粘土であることから、この粘土利用に関し

て何らかの理由を考えねばならない。

〔V-4引 用文献〕
安藤一男 1990 「淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用」

『東北地理』42,2,p73-88.

地学団体研究会 ,地学事典編集委員会編 1981 『増補改訂 地学事典』 平凡社
p1612

小杉正人 1988 「珪藻の環境指標種群の設定と古環境復原への応用」 『第四紀研究』27,

pl-20

微化石類 鉱物類 複合鉱物類 その他
|      || ||   1日

(○ :1%以下)

第 1表.貼 り床粘土中の粒子一覧表

分類群

微化石類

骨針化石

植物珪酸体化石

鉱物類

石英 。長石類

石英 。長石類 (含雲母類)

斜長石 (双晶)

雲母類

単斜輝石

斜方輝石

角閃石類

ガラス質

複合鉱物類

複合雲母類

複合石英類 (大型)

複合石英類 (中型)

複合石英類 (小型)

複合石英類 (微細)

砂岩質

その他

不透明

不 明

7

1

総ポイント数

複 焼
微  合 成
化 鉱 鉱 生 そ
石 物 物 成 の
類 類 類 物 他

３

　

８

７４

２０

３

２３

４

１

９

７３

416

不
　
明

不
透
明

砂
岩
質

複
合
石
英
類

（微
細
）

複
合
石
英
類

（小
型
）

複
合
石
英
類

（中
型
）

複
合
石
英
類

（大
型
）

複
合
雲
母
類

ガ
ラ
ス
質

角
閃
石
類

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

雲
母
類

斜
長
石

（双
晶
）

石
英

・
長
石
類

（含
雲
母
類
）

石
英

・
長
石
類

植
物
珪
酸
体
化
石

骨
針
化
石

100%

第 1図 .貼 り床粘土中の粒子組織図 (全分類群を基数とした百分率で表示)
〔粘土の区分 (試料番号左)〕  □ :水成粘土 (骨針化石などの出現)
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Ⅵ まとめ
1 堅穴住居の C14年代測定による暦年代について

堅穴住居跡 S101の 年代については、床面直上の土器は中期前葉新崎式期終末のもので、竪穴住居の存続期間の年

代、床面から浮いて検出された土器は中期中葉天神山・古府式期のもので、住居廃絶後しばらくして行なわれた廃棄行

為の年代を示すと考えられる。今回調査ではAMS法 によるC14年代測定法を出土木炭により実施した。その結果、較

正暦年代は柱六 P2内ではBC3078～ 2895年 (C14年代は4346± 62 BP)、 覆土 (第6層)はBC3015～ 2884年 (C14

年代は4322± 61 BP)の数値が得られた。柱穴 P2のデータは廃絶直後の年代、覆土のデータは廃棄行為の年代を示す

ものと理解できる。

富山県内における縄文中期遺跡関連のC14年代データ 鶴MS法)及び本遺跡の年代を較正暦年代で示したのが第 1表

である。これによると天神山式の開始期はBC3100年前後とみられ、これと編年的に並行関係にあるとみられる他地域

の暦年代年代とほぼ一致する。しかしながら天神山式期とそれに後続する古府式期では有意な差は表れておらず、古府

式と串田新式間の年代差が明瞭ではない。これを決定するためには今後のデータの蓄積が必要と思われる。

表 1 富山県内縄文中期 C14年代測定 (AMS)較正歴年代結果一覧
遠跡名 違構名 測定試料

,9 BC

3600    3500    3400    3300    3″ 00    3100    3000    2900    2800    2700    2600    2500    2400
遺構年代
(上器編年 )

開ケ丘Jllttll

開ヶ丘中山Ⅲ

開ヶ丘中山Ⅲ

開ヶ丘中山皿

開ヶ丘中山m
開ヶ丘狐谷皿

開ヶ丘狐谷 lll

開ヶ丘中山Ⅲ

開ヶ丘中山Ⅲ

開ヶ丘狐谷Ⅲ

開ヶ丘狐谷皿

開ヶ丘狐谷Ⅲ

E区 2号住
2号住

落し穴

4号住
3号住
F区 10号住
F区 11号住
1号住
1号住
D区 3号住
D区 3号住
A EXE l号住

D区 2号住
D区 4号住
F区 3号住
F区 7号住
F区 8号住
F区 12号住
F区 13号住
F EXE14号住

」区 2号住
1号住
I号住
SD05

覆土木炭

覆土木炭

覆土木炭

覆土木炭

覆土木炭

床画木炭

P10本炭

覆土木炭

覆土木炭

土器付着煤

土器付着煤

覆土木炭

覆土木炭

覆土木炭

Pl木炭
P9木炭
床面木炭

SK01木 炭
P4木炭
炉上層木炭

P6木炭
柱六内木炭

廃棄覆土木炭

土器付着煤

土器付着煤

土器付着煤

土器付着燦

】
【】
】
　
．　　　　　　　　“

新崎

新崎

新崎

新崎

新崎

新崎

天神山

天神山

天神山

天神山

天神山・古府

天神山・古府

天神山・古府

ズ神山

天神山

天神山・古府

天神山

天神山

天神山

天神山

天神山

天神山 古府
古府

串田新 ‖

串日新 川

前田

開ヶ丘狐谷Ⅲ

開ヶ丘狐谷肛

開ヶ丘狐谷Ⅲ

開ヶ丘狐谷Ⅲ

開ヶ丘狐谷Ⅲ

開ヶ丘狐谷Ⅲ

開ヶ丘狐谷Ⅱ

開ヶ丘狐谷亜

北代加茂下Ⅱ

北代加茂下Ⅲ

小矢部市桜町

小矢部市桜町

小矢部市桜町

小矢部市桜町

2 集落構造について

北代加茂下Ⅲ遺跡は、前述のとおり過去における発掘調査等で、縄文中期前葉から中葉の集落遺跡であることが判明

しており、今回調査で遺跡東部で堅穴住居を検出することができた。これらの調査により、この遺跡の南半部の概要が

把握できる状況になった。

集落西端部は、遺跡が所在する舌状台地の先端部平坦面にあたり、そこでは中期前葉の特異な掘立柱建物 1棟、中期

中葉の竪穴住居 1棟が検出された。

集落東部は、台地のやや奥まったところに位置し、南側の谷部に面して中期中葉の竪穴住居3棟が近接して所在する。

住居は台地の縁辺部に立地し、傾斜変換点から谷部へさしかかった部分にも住居が構築される。

以上のことから各時期の状況をみると、次のとおりである。

中期前葉には、台地先端部に掘立柱建物が 1棟のみが構築されており、周辺に竪穴住居の構築はない、もしくはきわめ

て少ない。したがって、この掘立柱建物は台地先端に単独で建てられた可能性が高く、シンボリックなイメージの建物

としての存在が考えられる。

中期中葉には、台地全般にわたり竪穴住居が構築される。中央の状況は不明なため集落構造の把握にまで至っていない

が、西側の台地先端部では、分布密度は低い状況といえる。
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本遺跡の南西150mに は、湧水地をもつ谷をはさんで北代遺跡 (国史跡)が存在する。北代遺跡では、縄文中期前葉

から中期末にわたる集落が形成されており、中期後半にピークをもつが、中期前葉から中葉にも竪穴住居が確認されて

おり、本遺跡と同時共存する時期があった。北代遺跡の集落において、掘立柱建物の存在および竪穴住居群の配列状況

の確認は十分ではないが、本遺跡と同規模

程度の集落の形成が想定され、この 2遺跡

が合わせて周辺地域における中核集落とし

て存在したものと考えてよいであろう。

3 壁柱穴について

壁面直下に所在する小穴と同様の遺構は、

隣接する北代遺跡の中期前葉第70号堅穴住

居跡においても検出されている 〔富山市教

委 1998〕 。北代遺跡では60～ 120cm間 隔

で住居のほぼ全周にわたって存在し、ほと

んどが直立するが、一部に内傾する例が認

められている。報告書では周堤土の崩れを

防止する板材 (堰板)を留める杭跡と解釈

しているが、本遺跡住居跡S101で は内  第1図 長岡台地における縄文中期前半の集落様図 (1115,000)ア ミロは谷地

傾する穴が主体を占める。前述のように壁はオーバーハングしているため、壁柱穴に杭材を立てた場合は当然直立せず、

70～80度の傾きで住居中央方向へ収束することになる。これを主柱・梁との関係から模式的に復元したのが第 2図であ

る。70度で内傾させた場合、これらは壁から約60cm離れた位置に立つ主柱に乗せられた梁または桁材 (上端が床面か

ら約170cmの 高さとなる)と ほぼ接することにな

る。つまり、一定間隔に配置された垂木的性質の

材として考えることが可能である。草屋根住居を

復元した糸魚川市長者ヶ原遺跡 (中期中葉)にお

いては、垂木材は第 16号住居で65度、その他の

住居で50～ 55度 を示しており、外観からは16号

住居はかなり急勾配に感じる。とすればS101

の70～ 80度 というのは従来の竪穴住居復元にお

ける木組構造の観点からは垂木とは考えにくいこ

とになる。 第 2図 北代加茂下Ⅲ遺跡竪穴住居 S101内 部梁下
空間における軸組の復元モデル (1:80)

富山市開ケ丘狐谷Ⅲ遺跡F地区第 1号住居 (中

期中葉天神山期)では、かなり密な間隔で配置された壁柱穴列が認められた 〔富山市教委2004〕 。この壁柱穴列は壁際

ざりぎりに存在し、北代遺跡で想定したような堰板を介在させることはできないため、細い杭材によって壁を構築して

いたか、あるいは北代加茂下Ⅲ遺跡住居跡S101と 同様垂木的な構造をなしていたかのいずれかが考えられる。ここ

で注目すべき点として、この壁柱穴列は、梁行側の一方のみに認められること、壁柱穴列とそれが接する梁材の間隔は

北代加茂下Ⅲ遺跡同様60cmである。このことから北代加茂下Ⅲ遺跡と類似性があるといえる。ではこの壁柱穴列はど

のような性格のものであろうか。開ヶ丘狐谷Ⅲ遺跡例から検討すれば、柱材を配列した場合わずかな隙間が生じるもの

のほぼ壁に近い状態が作り出されるであろうこと、この構造は梁行の 1辺のみに認められ住居全体に及ばないことから

上屋構造に直接関係しないであろうということがその性格としてあげられよう。その目的
。用途などは不明であるが、

■掘立柱建物

●竪穴住居

北代加茂下Ⅱ遺跡
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北代加茂下Ⅲ遺跡例を考える場合、この開ヶ丘狐谷Ⅲ遺跡例の検討が重要な鍵になるものと思われる。

4 周辺地域の系統の上器について

本遺跡からは、大木系統の土器 (第 4図 18)、 唐草文系統の土器 (第 5図44)がわずかながら存在する。18は識別で

きないが、型 の胎土は精製され、特に白色粒が多量に含まれており、明らかに他の上器と異質な様相を示すことから、

搬入品の可能性も考えられる。確定するにはもう少し分析する必要があるが、このように本遺跡では本県以東の周辺地

域からの影響又は搬入が認められる。

縄文中期前葉から中葉における周辺地域土器様式の県内への影響についてみると、魚津市大光寺遺跡では新潟の火炎

土器様式 。大木様式、富山市開ヶ丘中山Ⅲ遺跡では曽利様式 〔富山市教委2002〕 、同市開ケ丘狐谷Ⅲ遺跡では藤内 I―

Ⅱ式 〔富山市教委2003b〕 、朝日町境A遺跡では、大木様式・加曾利 E様式・曾利様式 〔富山県教委 1991〕 など本県

以東の周辺地域からの影響もしくは搬入が多く認められる一方、富山市内の前記 2遺跡や立山町天林北遺跡では近畿～

瀬戸内の船元・里木式土器様式のものがわずかに存在する。

一方中期後葉から末の串田新式期になると、小矢部市桜町遺跡では中津式が多く検出されている 〔桜町遺跡発掘調査

団2001〕 。中期後葉を境に、東からの影響が薄れ、代わって西からの影響が強くなるように見えるが、そのように理解

できるかどうか、今後中期後葉の土器群について過去の資料も含め十分観察が必要になってきたといえよう。
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7.

イネ属短細胞列 (S101P2上層)

ススキ属短細胞珪酸体 (S101P2上層)

クマザサ属機動細胞珪駿体 (S101買占床土)

状況写真 中央はサナエタデ節―ウナギツカミ節

(1-4)              (5)      (6.7)

2.クマザサ属短細胞珪酸体 (S101貼床土)

4.イテゴツナギ亜科短細胞珪酸体 (S101P2上層)

6.状況写真 中央はシダ類胞子 (S101埋土)
(S101P2上層 )
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド
】ヒ糸単 東経

調査期間
調査面積

m
調査原因

市町村 遺跡番号

北代 加茂下 Ⅲ

遺跡

富山市北代新地先 16201 120

36度

43分

00秒

137度

11う)

20秒

20020412

～20020415
320

一般県道小竹諏訪

川原線道路改良路

肩改築工事

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特 記 事 項

北代 カロ茂下 Ⅲ

遺跡

集落跡
縄又 (中 ) 竪穴住居 1棟

縄文土器、土器片円板、石器 (打製石

斧・凹み石・石核)

奈良 土師器、須恵器

報 告 書 抄 録
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